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1. はじめに 

近年 webの発展に伴って，膨大なテキストデータが蓄積

されるようになった．その例の一つが，商品の評価情報を

表すレビューデータである．これを自動で解析する技術は，

企業と消費者の双方にとって有用であり，関心が高まって

いる[3]．レビューを解析する上では，各文について商品へ

の肯定および否定を判別する必要がある．一般的には，単

語に対する評価表現辞書が用いられることが多く，またこ

れを自動で構築する研究も盛んに行われている[1][2]．従

来の評価表現辞書の構築には，レビューの持つ評点情報

[1]，または文書中に出現する極性が既知の評価表現（局

所情報）[2]が用いられている．本研究では，これら両方の

情報を適切に用いることで，評価表現辞書の精度を向上さ

せることを目指す．本稿では，評点情報と局所情報をそれ

ぞれ使った場合の精度の比較を行うとともに，これらを組み

合わせて評価表現辞書を構築する方法について検討す

る．  

2.  評価表現辞書の作成 

例えば「高い」という形容詞に着目すると，「性能が高い」

は肯定だが，「値段が高い」では否定表現となる．本稿で

は，このように，組み合わされる名詞により極性が変化する

形容詞（極性不定形容詞）に注目し，評価表現辞書を作成

する．また，辞書に登録する評価表現は，これら極性不定

形容詞と名詞との組み合わせに対し，極性を登録する． 

 文書中に評価表現が存在すると，その周囲に評価表現

が現れ，また極性が一致する傾向がある[2]ことを，局所情

報として利用する．本手法では，極性が既知の単語につい

ての評価表現辞書を用意し，文書中のある名詞と形容詞

のペアがその評価表現と共起した場合に，ペアの極性を

評価表現の極性と一致させて抽出する．また，評点情報を

用いる場合は，名詞と形容詞のペアの極性を，それが出現

したレビューの評点に一致させて抽出する． 

以上の手順で得られた，各ペアの各極性での抽出回数

を用いて，(1)式により評点スコア ScoreG を，(2)式により局

所スコア ScoreLをそれぞれ算出し，各ペアの極性を決める． 

ここで，(1)式において，
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のペアの数，である．また，次節において，局所スコ

ア 1 は(2)式の ScoreLであり，局所スコア 2 は，(2)式

における正規化(PL，NLで割る)を行わないものである． 
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3.  実験 

 2節で示したスコアを，楽天レビュー11万件と価格.comレ

ビュー1 万 5 千件により算出し，極性の妥当性について評

価を行った．ただしここでは，評点情報と局所情報を独立

に評価した．極性不定形容詞は，[3]で定義されている 17

語とした．スコアの閾値は，-1≦否定≦-0.5，-0.5＜中性＜

0.5，0.5≦肯定≦1 とした．評点情報と局所情報を合わせ

て 10 回以上抽出されたペアについて，人手により極性を

決定し，上述のスコアによる極性との一致度合いに基づい

て評価を行った．表 1 から，評点スコアよりも局所スコアの

適合率や再現率が高いことがわかる． 

表 1 評点/局所情報をそれぞれ使用した結果 

  楽天 価格 

適合率 評点スコア 0.694 0.8 

局所スコア 1 0.938 0.941 

局所スコア 2 0.926 1 

再現率 評点スコア 0.397 0.211 

局所スコア 1 0.476 0.281 

局所スコア 2 0.397 0.263 

4.  まとめ 

 本稿では，評点情報と局所情報を用いた評価表現辞書

の作成法について述べた．また，レビューデータに対して

適用し，局所情報を用いた場合の方が，評点情報を用い

た場合よりも適合率や再現率が高いことを確認した．今後

の課題としては，評点情報と局所情報の組み合わせ方に

対する検討が挙げられる． 
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